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　　　　　　　　　　新採用者（新卒1年まで）
　　職場への早期適応と看護実践者としての基本的な
　　能力を習得する

　
　実務Ⅰコース

実務Ⅱコース

　
　　　　　　　　　新卒後概ね５年目まで
　　　　　看護実践者として役割モデルになる
　　　　　チームリーダーの役割が果たせる
　
　　　　　　　　　　新卒後概ね３年目まで
　　《実務Ⅰ後期》
　　・看護実践者として個別性を重視して技術の
　　　提供ができる
　　・後輩への支援と共にリーダーシップが発揮できる
　　《実務Ⅰ前期》
　　・看護実践者としての基本的能力を基盤にして、
　　　対象の状況に応じ実践できる能力を養う

看護職員の能力開発（研修）体系図
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能力開発プログラム

国立病院機構の病
院に勤務する看護
職員に必要な能力
開発を支援するプロ
グラム

採用時から概ね５年
間の看護職員を対
象とする



Ⅳ　看護実践における
　　　管理的・教育的側面

①安全管理
②情報管理
③業務管理
④薬剤等の管理
⑤災害、防災管理
⑥物品管理
⑦コスト管理
⑧教育的側面
　（学生や後輩への
　　　　　　　　　指導、助言）

Ⅰ　看護職員として必要な基本姿勢と態度

　①看護職員としての自覚と責任ある行動
　②患者の理解と患者・家族との良好な
　　　人間関係の確立
　③組織における役割・心構えの理解と適切な行動
　④生涯にわたる主体的な自己学習の継続

Ⅱ　看護実践における
　　　　　　技術的側面
①環境調整技術
②食事援助技術
③排泄援助技術
④活動・休息援助技術
⑤清潔・衣生活援助技術
⑥呼吸・循環を整える技術
⑦創傷管理技術
⑧与薬の技術
⑨症状・生体機能管理技術
⑩苦痛の緩和・安全確保の技術
⑪感染防止の技術
⑫安全確保の技術
⑬救命救急処置技術
⑭入退院の取り扱い
⑮逝去時の看護
◎看護技術を支える要素

Ⅲ　専門領域の看護実践能力
　　　政策医療分野の看護
　　　慢性・急性の経過をたどる患者の看護
　　　　（救急・老人・精神など）

　看護職員能力開発プログラムの構造
図

Ⅰ　看護職員として必要な基本姿勢と態度
①看護職員としての自覚と責任ある行動
②患者の理解と患者・家族との
　良好な人間関係の確立
③組織における役割・心構えの理解と適切な行動
④生涯にわたる主体的な自己学習の継続

*Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ、Ⅳは、患者への看護ケアを通して統合されるべきものであ
る。

参考：厚生労働省「新人看護職員の臨床実践能力向上に関する検討
会」報告書「臨床実践能力の構造」

◎看護技術を支える要素
①患者の医療安全対策につい
て実践できる
②患者及び家族への説明・支
援ができる
③患者の看護に必要な判断と
基本的な看護技術の提供がで
きる



研修名 到達目標 研修名 研修日時 対象 講師及び方法 ねらい

２ヶ月目研修
多重課題

時間切迫シミュレーション

5/25・5/28
5/29・5/31
8:30～17:15

演習
グループワーク

優先順位について考えられ、患者ケアができる。
困っていること悩んでいることを語ることで自分の課題を明確にする。

針の取り扱い方①
６ヶ月目研修
急変時の看護

9/7・9/10
9/11・9/14
8:30～17:15

演習
グループワーク

安全に針を取り扱うことができる
BLSの実際の流れを知る。
急変時の対処方法を理解し、その行動を学ぶ。

静脈注射確認②
１年目研修

2/22・2/25
2/28・2/29
8:30～17:15

演習
グループワーク

静脈注射チェックリストに基づいて手順どおりに行える。
１年間を振り返り、今後の自分の目標を立てることができる。

静脈注射確認③
危険予知訓練

6/22・6/25
6/28・6/29
8:30～17:15

２年目 演習
GW

注射のインシデントの事例を振り返り、自分の傾向に気づける。
まだ起きていないエラーを事前に防止する手だてを講じる能力を養う。

10/30
10:00～17:00

３年目 プレゼンテーション
西元勝子先生

病棟の現状の把握と課題について述べることができる。

7/3・7/6 ３年目 教育委員他 固定チームナーシングについての基本的知識を再認識する。

看護研究とは
論文の書き方

5/15(火）
13:30～16:30

4～5年目 県立大学（講義）
村上生美先生

研究計画書の
書き方

6/12（火）
13:30～16:30

4～5年目 県立大学（講義）
村上生美先生

看護計画書の指導
7/20(金）
9:00～13:00

4～5年目 県立大学（グループ）村上生美他先生

発表会総評 1月 4～5年目 県立大学
村上生美先生

１．積極的に自己能力の向上・開発につとめる
　　ことができる。

看護サービス 10/12（金）
13:00～17:15

6年目以上 プレゼンテーション
病棟で1例

看護ケア改善のための事例を発表し、病棟間での共有を図る。
看護の質の向上に役立てることができる。

仮：感染　　　　－看護の視点からー「口腔ケア」 感染管理
6/19(火）
18:00～19:30 全員

形山感染管理
認定看護師他 EBMに基づいた感染防止の為の口腔ケアを見直すことができる。

仮：呼吸のフィジカルアセスメント 重症集中ケア
7/31(火）
18:00～19:30 全員

福光重症集中ケア
認定看護師 実践を通してEBMに基づいた知識・技術の向上を図る。

仮：学習会（事例検討） ホスピスケア 1回./月 全員
大口ホスピスケア
認定看護師

事例をとおして、実践力をつけ、終末期ケアに対する意識や知識の向上を図
る。

医療サービスの質の向上を目指す シンポジューム 12/6(木） 全員 多職種 具体的な改善事例の成果を発表し、多職種間での共有を図る

１．医療チーム内でメンバーシップを主体的に発揮
　　する能力を修得する。

採用１年迄 １．職場の早期適応と看護実践者としての基本的
　　な能力を習得する。

１．看護実践者としての基本的能力を基盤にして、
　　対象の状況に応じ、実践できる能力を養う。

自己の看護実践について振り返り、自己の看護観を育てることができる。
自分の考えをまとめ、発表する能力を養う。

看護実践報告
11/20・11/22
11/26・11/29
13:00～17:15

２年目

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    　    平成１９年度看護教育計画

目的　専門職としての資質と臨床実践能力を向上させ、社会の要請に応えうる質の高い看護を提供する。
目標　①専門職としての責任を自覚する
　　　　②自己の役割を明確にし、根拠に基づいた看護実践能力の向上を図ることができる
　　　　③主体的にキャリア開発を目指すことが出来る

新採用者

新
人
コ
ー
ス

専門分野研修

卒後６年目以上

＊看護研究については、対象を４～５年目としています。次期看護研究者や、教育担当等幅広く一緒に可能な限り
　　聴講してもらってください。

プレゼンテーション

実
務
Ⅱ
コ
ー
ス

卒後概ね
４～５年目

１．専門職業人として研究的態度を修得すること
　　ができる。

卒後概ね
２～３年迄

実
務
Ⅰ
コ
ー
ス

固定チーム
ナーシング
こんな看護がしたい

全体研修

研究プロセスを理解し、研究論文が書ける。
学会、専門雑誌上で発表できる。




